
 

2012 年度 小委員会活動成果報告 
（2012 年 12 月 25 日作成） 

小委員会名 土地利用計画小委員会 
主 査 名：浦山益郎 
就任年月：2009 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

都市計画委員会 委員長名：出口 敦 

設 置 期 間    2009 年 4 月  ～  2013 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・わが国および欧米の都市マスタープラン改訂に係る将来都市構造図などの分析

を通じて、非成長時代に期待されるアーバンフォームを検討する。 

・都市計画区域外を含めた地域全域の土地利用管理する手法として、景観法など

関連制度の可能性を探る。 

・集約的土地利用を実現するための手法や事例を収集、分析する。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

吉中美保子（西日本鉄道株式会社） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

地方都市の都市形成ＷＧ： 
地方都市を対象に、非成長時代における都市構造（アーバンフォーム）およびま

ちなか再生など集約型の都市づくりのあり方を検討する。 

2012 年度予算    195,000 円 
ホームページ公開の有無： 有 

委員会 HP アドレス： 

http://urban.nagaokaut.ac.jp/~plan/tochisyouinkai/tochimain.html 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       3 回（6/15、9/14、11/10） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会 １． 大会オーガナイズドセッション実施 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．非成長時代に期待されるアーバンフォームおよび土地利用計画のマネジメン 

トについて、研究成果を大会のＯＳで報告討論した。 
２．私鉄および沿線自治体の主要駅周辺におけるまちづくりを見学し、私鉄およ 
び市役所、商工会議所、地元のまちづくり協議会の担当者と集約型都市構造へ

の可能性と課題について討論した。 
３．小委員会活動の経過および各委員からの提言をＨＰにとりまとめた。 
以上のことから本年度の活動計画はおおむね達成できたと評価する。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．小委員会活動を通じて、各委員が獲得した知見および集約的土地利用を実現

するための手法や事例を、小委員会の HPにおいて公表する。 

 


